
1． は じ め に

近年，酒類業界では規制緩和により大型ディスカウント店の進出，大手スーパーマ

ーケットの酒類進出により，これまでの中小小売店を中心とした動きから大きく変わ

ろうとしている．さらに現在の免許制度についても見直される可能性があり，今後さ

らに厳しい環境が予想されている．例えば，昨年の中央酒類審議会で，酒販免許制度

の人口・距離基準についての規制緩和がさらに進む見解が示されている．

全国，1都 1道 2府 42 県（沖縄県を除く）の会員から構成されている，酒小売店

の協同組合の連合会である Z協同組合連合会（以下，Z協）では，その組織力をより

効率的に活かすために各都道府県の協同組合連合会（以下，連合会）および各地区（以
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要 約 従来よりA／NXシリーズでシステム構築を行い運用してきたユーザが，システムの

適用範囲を拡大しWebなどの新しい技術を用いたイントラネット環境へ発展させようとす

るニーズが増えている．このニーズに対し，既存システムから発展・拡張させるためのツー

ルや，本格的な構築の実績はこれまで存在しなかった．

A／NXシリーズで LINC開発環境でシステム構築を行ってきた Z協も同様のニーズが高

まり，最近開発されたNXシリーズのWeb開発支援ツールであるNXWebCOMSを基本と

したイントラネット環境を構築し，日本全国に分散するエンドユーザへシステムの解放をお

こなった．

本稿ではこのシステム構築事例について，イントラネット環境の構築と入出力画面のWeb

対応について解説する．

Abstract Organizations which have been using services on A／NX Series mainframes in the past are faced

with a growing need to expand their application range and evolve into the intranet environment using new

technologies such as Web. Until now, these organizations had no tools to upgrade and expand their existing

application systems and track records in order to build new systems that would fully meet the require-

ments of intranet applications.

One such organization“Z―kyo”has long been developing their application systems with A／NX Series

mainframes under the LINC development enviroment. To cope with its need for a new application system

that could utilize the intranet,“Z―kyo”has built the intranet environment using NXWebCOMS, which is a

new Web development supporting tool for the NX Series mainframes, and then released the system to

their end users all over Japan.

This paper describes the building of the intranet―based environment and the development of the Web―

compliant operating screens as a case study of this type of system development presenting“Liquor Trad-

ing System”in Z―kyo.
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下，地区組合：県の下部組織で全国に 463 組合）とのネットワーク化を早急に推進す

る事が必要になってきた．Z協では共同事業としてギフト券の販売と商品の共同仕入

を行っているが，その販売事業は Z協，連合会，地区組合がそれぞれ独自に行って

いる．これまで Z協と連合会の業務連絡は電話，またはファックスにより行われて

いたが，今後は全国展開のネットワークを利用し，これまでの各連合会または各地区

組合ごとの閉じたシステムから，Z協，連合会および地区組合が開かれたシステムへ

の転換を図る必要が出てきた．

本稿ではネットワーク化の第一フェーズとして取り組んだネットワーク環境の構

築，そして，Z協のギフト券販売回収管理システム，組合員管理システムのイントラ

ネット対応推進について述べる．

2． Z協の業務概要

2．1 全国展開の協同組合連合会

Z 協は沖縄を除く全国 1都 1道 2府 42 県に 15 万の組合員と，全国 463 の地区組合

図 1 Z協同組合連合会の構成図
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図 2 ギフト券の流れ

と都道府県 47 か所の協同組合連合会（東京は 2連合会）により構成されている（図 1）．

酒類小売業界は近年の厳しい環境のなか中小企業近代化促進法に基づく特定業種に

指定されている．これを受けて Z協は，近年の変動が激しい酒類業界の中小小売店

が今後どのように進めばよいのか，その根底から改善していこうとする構造改善事業

と，従来より行っている共同購買事業（酒類の商品券の発行・回収を行うギフト券事

業，酒類・食品その他商品の卸売を取り扱う卸売事業）を展開している．さらに 1997

年度より某大手百貨店の通信販売事業本部と提携し通信販売事業を展開しており，組

合員である中小小売店の活性化の取り組みを行っている．

2．2 Z協の事業概要（ギフト券事業，商品販売事業，通信販売事業）

2．2．1 ギフト券事業

現在，ギフト券は全国共通で 3種類の発行となっているが，券の発行は Z協が引

き受け，Z協から連合会へ，連合会から地区組合へ，さらに地区組合から組合員であ

る小売店へ販売されている．また，ギフト券の回収処理も地区組合，連合会を経由し

Z協に回収され，最終的に Z協で廃棄される（図 2）．

Z協のギフト券販売回収管理システムは連合会への販売回収管理を対象として運用

されている．（基本的に，連合会・地区組合はそれぞれ独立して運用されているため，
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図 3 商品販売事業 概念図

各自の運用方法に任されている．）

2．2．2 商品販売事業

商品の販売事業は酒販店で取り扱う商品の協同購入で，近年の傾向を反映しその種

類は酒類に限らず健康食品なども取り扱われている．商品の調達は国産品に限らず輸

入品も取り扱い，中小の小売店では調達が困難な商品の供給を推進している．

また特徴の一つとして Z協ではオリジナルブランド品以外は無在庫で運営されて

おり，商品は連合会または各地区組合へそのほとんどを直送している．

商品販売事業も，連合会への卸業務がシステム化され運用されている（図 3）．

2．2．3 通信販売事業

Z 協の最も新しい事業である通信販売事業は，1997 年度にテストマーケティング

方式での実施でスタートしたばかりである．その業務形態は，小売店の優良顧客に対

し，某デパート通信販売事業本部と Z協で共同企画したカタログを配布し，商品注

文以降は某デパートの通信販売形態をとるもので，商品の選定，カタログ制作，受注

業務，商品配送，集金業務は某デパート通信販売事業本部が行う．小売店は手数料を

得るだけでなく，新しい取引の相手（顧客）を獲得・育成することになり今後の展開

が期待されている（図 4）．
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3． 業務システムのWeb化の推進

3．1 ネットワーク構築の検討

Z 協で，近年の厳しい状況の中で組織としてもてるパワーを最大限に活かし，事務

の合理化・省力化および資金管理の透明性・公平性を推進し，危機管理体制の確立を

図るため，活路開拓経営戦略化ビジョンに基づく第一次計画として Z協と各連合会

とのネットワーク構築を行う“情報ネットワーク事業”をスタートし，今後さらに各

組合へと拡大し，日本全国を結ぶネットワーク構築を推し進めている．

今回のネットワーク構築は以下に示すような条件のもとで行われた．

1） 情報の共有と活用

各種文書のフォーマットや商品情報を公開し，ネットワーク経由で各連合会が

自由に活用することができるようにする．

2） 共通業務の合理化・省力化

従来は連合会で商品券発注などの伝票を手書きで起こし，FAXでそれを送り，

Z協側でシステムへ発注入力を行っていたが，Webの画面で連合会が直接発注

入力をすることで，業務の合理化・省力化をはかる．

3） 電子メール等の活用による情報伝達のスピードアップ

4） 改善 PC等導入済みシステム資源の有効活用

5） 費用の抑制

3．2 ネットワーク化開発計画

ネットワーク化の具体的な動きは 1997 年 9 月から始まった（表 1）．本稼働は，年

度内で開発完了としたい顧客の意向により，開発開始からWeb環境での業務システ

ム稼働まで 4か月，各県連が稼働する本稼働まで 7か月の条件で計画された．

このような条件のもとで，業務システムのWeb化は最小限にとどめ今回稼働する

エントリー，照会画面そしてメニューの開発のみとした．

図 4 通信販売事業
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Web化はNXWebCOMS（後述）のファーストユーザーの 1社である事もあり，

当社主管部門の協力を得て環境セットアップ，開発時の注意事項教育およびパフォー

マンステストなどを行った．

4． イントラネット構成要素の選定経緯

4．1 ハードウェアとソフトウェアの全体構成

本システムのハードウェアおよびソフトウェアの全体構成図は図 5に示す通りであ

る（詳細は後述）．

4．2 ハードウェア環境

1） 主な使用ハードウェア

� UNISYS NX 4600―111：データベース，トランザクション処理，業務アプリ

ケーション用Webサーバ

� UNISYS AQUANTA DS／6：業務アプリケーション以外のWebページ用サ

ーバ，FTPサーバ

2） ハードウェア選定理由

� MCP環境（NX 4600）

既存の業務アプリケーションがNX 4600 上で既に稼働していたことと，NX

4600 で稼働するHMP NX／WebサーバとNXWebCOMSが開発企画当時に利

用できる段階にまで到達していた，という理由により，既存の業務アプリケー

ション環境を最大限に利用することがTCO（Total Cost of Ownership）低減

＊1…Z協事務所内の業務で本稼働．
＊2…全国 7地域でネットワーク化についての説明会を行う．デモにより本番と同じオペレーションを経験してもらう．
＊3…導入希望申し込み順に本稼働．ほとんどの連合会が初心者のため，Z協のシステム・エンジニアが導入時サポートを行

う．

表 1 ネットワーク化基本スケジュール
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につながる，と判断した．

� WindowsNT環境（AQUANTA DS／6）

NX 4600 のWindowsNT環境は，Z協内の業務で今後使用する可能性が高

いため，各連合会用に別途WindowsNT環境が必要となった．

また，イントラネット環境上必要とされる機能に，DNS，Web，e―mail，Proxy，

FireWall などがあげられる．これらを構築していくプラットフォーム選択と

しては，インターネットの稼働実績ではUNIXシステム環境を用いた構築が

現在主流だが，顧客側がUNIXの知識がなかったことなどを考慮して，より

GUI がユーザフレンドリーであるWindowsNT環境での構築を行う方がコス

ト面も含めて顧客にとってふさわしい，と判断した．

また，WindowsNTではセキュリティホールが数多く指摘されているが，ネ

ットワークをインターネットとは切り離してプライベートネットワークとして

用意することもあり，実状問題ない，と判断した．

4．3 ネットワーク環境

4．3．1 基本通信プロトコル

現在の LAN～WAN環境のデファクトスタンダードであるTCP／IP を採用した．

4．3．2クライアント側接続

SOHOルータ（YAMAHA RT―102 i）経由で接続する．

1） ネットワークプロバイダについて

Z協側からは，インターネット経由での接続はセキュリティ上避けたいが，接

続に要する時間単位当たりの連合会の通信費用の負担は，Z協（東京・中目黒）

図 5 ハードウェアとソフトウェアの全体構成図
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図 6 TeleWay網を用いたネットワーク

からの距離に関わらずなるべく一律にしたい，との要望があった．

TeleWay 網は，全国一律で 1分 10 円とかなりリーズナブルであり，かつプラ

イベートネットワークとしての構築が可能である，という特徴を持つ．

この特徴を評価し，TeleWay 網を用いたプライベートネットワークの採用を

決定した．

2）ネットワーク接続形態

ユーザが 1日中使用するシステムではないため，従量制の課金の方がよいと考

え，ネットワーク接続方法としてダイヤルアップ接続を適用した．ダイヤルアッ

プのうち，手動ダイヤルアップはエンドユーザの操作の煩雑さを考慮し，採用し

なかった．自動ダイヤルアップは，Internet Explorer のプロパティで設定可能

であるが，例えば，

接続後，業務のWebブラウザ画面を表示しておいたあとに別の業務（電話

応対など）に時間を取られた場合に，そのままWebブラウザを閉じずにい

るとその間は接続されたままなので接続料が課金されてしまう

といったことが起こるため，連合会側の強い要望がない限り，SOHOルータに

よる接続を標準採用とすることにした（図 6）．

3） SOHOルータによる接続～YAMAHA RT―102 i の採用理由～

TeleWay 網は，通常のインターネットプロバイダと同じく，1 IDにつき 1 IP

アドレスが与えられる．連合会の LANでのプライベート IPアドレスとTele-

Way 網から与えられる IPアドレスとはネットワークアドレスが異なるため，か
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※注：認証サーバ，監視サーバについて
認証サーバについては，TeleWay のデータ・オンデマンド経由でイ

ントラネットに接続する際のルータ（またはTA，モデム）の接続認証
を一括して行っている．監視サーバは，UIS のネットワーク運用の監視
サービスで使用．

図 7 Z協ネットワーク構成

ならずアドレス変換機能（NAT : Network Address Translator のこと．技術解

説は後述）が必要となる．また，SOHOルータで LAN接続を行っても，複数 ID

がないと複数の PCで使用できないことになってしまう．そこで，通常のインタ

ーネットプロバイダへの接続でよく用いられる技術である，IPマスカレード（解

説は後述）を用いる必要があり，IPマスカレード機能を持つ SOHOルータを採

用することにした．

市販されている SOHOルータの中でYAMAHA製のモデルを採用した理由

は，安定性・信頼性で定評があったこと，設置面積が小さいこと，当社ユーザー

の自動車メーカーT社の大規模ネットワークでの稼働実績を評価したこと，な

どである．

4） ネットワーク接続形態とネットワーク構成ハードウェアは図 7に示す通りであ

る．

4．4 ソフトウェア環境

ソフトウェア構成は図 8の通りである．

4．4．1 ソフトウェア概要と選択理由

1） アプリケーションデータベース

� LINC II（以下，LINC）

既存システムが LINCで構築されており，これらを引き続き使用する必要があ

NXWebCOMSを活用したWebアプリケーションを中心としたイントラネット構築事例 （423）69



った．

2） Webサーバ

� HMP NX／Web Server（以下，NX／Webサーバ）

NX 4600 で行う業務アプリケーションとのWWW連携を行う共通基盤として

用意されたWebサービスを実現するソフトウェアで，NX 4600 でWeb機能を

実現するために採用した．

� Internet Information Server 3.0（マイクロソフト社）

業務アプリケーション以外の情報提供ページや，電子メールのアドレス帳ファ

イルなどのダウンロード等のFTPサービスを実装するために採用した．

3） ミドルウェア／開発ツール

� NXWebCOMS

NX／Web Server と COMSアプリケーションの連携を行うためのNX 4600

側で稼働するライブラリ群と，LINCで開発したアプリケーション画面のリポ

ジトリからHTMLを生成するための PC側ツールの組み合わせにより，LINC

で開発した業務アプリケーションとの接続を容易にするために採用した．（具

体的な開発での使用の詳細は 6章にて解説する．）

� ESPEC

今回のシステム構築では，機能要求より，WebブラウザからのNX 4600 の

MCP環境データの抽出処理タスク実行と，MCP環境から PC環境へのファイ

ルのダウンロードを実現する必要があった．

＊使用ソフトウェアの明細は付表 1 使用ソフトウェア一覧を参照．

図 8 使用ソフトウェアの構成
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NX／WebサーバにはMCP環境のタスク実行をするためのCGI プログラム

は用意されておらず，また，ファイルのダウンロードについても，NX／Web

サーバからのFTPサービスに対するFTPサーバ機能は現在しない．

この実現方法として考えられる方法はESPEC（付表 1参照）の他に，抽出

処理タスク実行の指示やファイル転送を行うためのCGI 開発なども考えられ

た．しかし，開発当時はMCP環境でのCGI の個別開発をするノウハウが不足

していたことと，予算や納期を考慮すると，個別開発を行う工数までは考えら

れなかった，という理由で，ESPECの採用を決めた．

ESPECの利点は，ほとんどプログラムレスでタスク実行，ファイル転送な

どの機能要求を満たすことができることである．実際には，実行指示のための

プロパティ項目の編集のためにスクリプト（VBScript）の記述が必要である

こと以外は特別なプログラムを作成する必要はない．その反面，欠点としては，

ESPECがMCP環境でのライブラリ群と PCクライアント側のActiveX コン

トロールで構成されるために，PC側のWebブラウザがMicrosoft Internet Ex-

plorer（3.0 以上：以下，IE）に限定されてしまうことが挙げられる．

結局，ESPECを使用するために，クライアントのWebブラウザは IE限定，

という指定をすることにした．

� Active X Control Pad

HTMLに ESPEC ActiveX Control（付表 1参照）を組み込み，VBScript を

編集するために使用した．現在ではMicrosoft 社は，IEのバージョンによる

互換性の問題のため，FrontPage を使用することを推奨しているが，今回

FrontPage は有償であることと，FrontPage での編集により不要なタグが多

く挿入されてHTMLサイズが大きくなる原因となり，NX／Webサーバで扱う

ことのできるHTMLサイズ制限に低触する恐れがあったため，使用しなかっ

た．

4） Webブラウザ

� Internet Explorer（マイクロソフト社）

選定理由は，ESPEC ActiveX コントロールが動作することと，無償で配布

できることの二点である．開発当初は，IE 3.02 を標準としてHTML開発を行

ってきたが，顧客側の各連合会サイトの PCの新規購入に伴い，IE 3.02 では

なく IE 4.0 標準添付になってきたため，開発途中で IE 4.0（および IE 4.01）を

使用するニーズが強まり，対応せざるを得なくなってきた．

開発後の総合テスト時に，IE 3.02 と 4.0 以降では以下のような互換性の問題

が生じることが判明した．

・フォントの大きさの基準が異なるため，表示範囲が異なる

・セキュリティ機能の変更の影響で，ActiveX Layout Control（.alx ファイル：

ActiveX Control Pad で編集作成するコントロール）の動作に不具合が生じ

た（設定によっては全く動作しないことがある）

そのため，両方の IEのバージョンでもほぼ同じWebページ表示および機

能を満たすための修正を後に行った．

NXWebCOMSを活用したWebアプリケーションを中心としたイントラネット構築事例 （425）71



4．5 セキュリティ

4．5．1 基 本 方 針

今回のネットワーク構成は，インターネット経由の接続ではなく，あくまでもプラ

イベート網との構築であるため，セキュリティについてはコストをなるべく抑える方

針で考えた．

ただし，プライベート，とはいってもエンドユーザは別の団体であるため，最低限

のセキュリティである，業務画面への接続制限，Z協の LAN環境で使用している資

源へのアクセス制限については考慮する必要がある，と判断した．

4．5．2 TeleWay網への接続

TeleWay 網に接続するための専用電話番号および IDとパスワードが必要となる．

UIS（図 5のハードウェアとソフトウェアの全体構成図参照）側で SOHOルータに

パラメタ設定を行い，その後各サイトに出荷し設置することで，エンドユーザは閲覧

できないようにした．また IPアドレスは，接続のたびにその都度割当 IPアドレステ

ーブルから割り当てられるようになっている．

4．5．3 Microsoftネットワーク（ドメイン管理）

Z 協内の共有ファイルなどが閲覧される可能性が高いため，WindowsNTドメイン

には絶対参加させないよう，一切Microsoft ネットワークのドメイン名やアカウント

については公開しないようにした．

4．5．4 Webアプリケーション

1） WebCOMSによるアプリケーションWeb

LINCアプリケーション側でユーザコード／パスワード管理を行うようにした．

2） ActiveX の動作と IEのセキュリティレベル

ESPEC ActiveX コントロールを使用しているため，ActiveX の使用ができる

ように IEのプロパティを設定する必要があった．

エンドユーザの操作時の煩雑さや混乱を避けるため，ActiveX に関するWarn-

ing メッセージをなるべく出さないようにする目的で，IEのセキュリティレベル

については，当システムを使用している間は「低」を選択してもらうよう指導し

た．また，同じ IEでインターネットに接続しなおす場合は，セキュリティレベ

ルを「中」以上にするようにエンドユーザに指導することで対応した．

5． Web化の対象になった業務システム

Z 協の中心的業務であるギフト券業務の運用をネットワークを使用する事により，

全国に点在する各地区組合および連合会に正確，迅速並びに同等にサポートできる点

を重視し決定した．組合員管理は組合内における必須処理であり必然的に第一次の開

発対象となった．今後，第 2次以降（1998 年度）の計画として商品販売事業，通信

販売事業についてもWeb化が検討されている．

5．1 ギフト券販売回収管理システム

5．1．1 システムの概要

ギフト券販売回収管理システムは，ギフト券およびそれに付随する備品の仕入処理，

受注残管理，出荷処理，売上処理，売掛管理，在庫管理およびギフト券の回収管理機
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能から構成されている（図 9）．

1） 仕入処理

ギフト券およびそれに付随する備品が配送センターに入荷すると，1日に 1回，

センターより送信されてくる入荷データをもとに仕入処理が行われる．現在のシ

ステムでは，発注残管理，買掛残管理は行われていない．ギフト券の仕入データ

は入荷ロット単位（券面番号で識別）に処理する事により券面番号単位での在庫

管理を可能にしている．

2） 受注残管理

連合会からの発注データは地区組合単位，または連合会単位に集計され，受注

データとして処理される．受注入力されたデータは在庫引き当てされ，出荷可能

となる．また，ギフト券は在庫引当て時に券面番号の引当ても同時に行われる．

（出荷データ単位にどの券面番号のギフト券がどこに出荷されたのか追跡可能と

なっている．）

引当て不可能となった受注データは，受注残として引当て可能になるまで受注

残として管理される．

3） 出荷処理

在庫引当てされ出荷可能となったデータは出荷指示データとして配送センター

に送信され，翌日出荷される．出荷確認されたデータは出荷の翌日 Z協へ送信

図 9 ギフト券販売回収管理システム 概略図
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され，売上データと確認される．

また，ギフト券およびそれに付随する備品の送付先は連合会に送られる場合と

地区組合へ直送される場合がある．

4） 売掛管理

出荷確認されたデータは売掛データとなり，次の締めで請求される．連合会か

らの入金データで消し込まれ残高の繰り越し処理を行う．

5） 回収処理

各小売店に持ち込まれたギフト券は，小売店より各地区組合に持ち込まれ，各

地区組合から連合会に集められ，集計されて Z協に回収されたギフト券ととも

に回収額が報告される．

Z協では回収されたギフト券と集計情報は確認後，回収データとして処理を行う．

5．2 組合員管理システム

5．2．1 システムの概要

全国 15 万の組合員の情報管理を目的としたシステムである．最近まで，その管理

は一部は外部業者に委託され，また一部の情報は人手により管理されている状態で，

タイムリーなアクセスは不可能な状態だったため，今回のネットワーク化の第一フェ

ーズで，そのデータベース構築，および連合会，各地区組合からのタイムリーなアク

セスを可能にした．

5．3 セキュリティ管理

5．3．1 セキュリティ管理方法の画一化

業務システムでのセキュリティ管理は各システムで共通のロジックで作成する

事に決めた．その理由として，今回，Web化するシステムは LINCで開発され

ており，今後予定しているシステムも LINCで開発されるため各システムで同一

の方法で行う必要があった．また，運用面においても理解しやすくかつ運用しや

すいものにする必要があった．

5．3．2 セキュリティ管理の方法

各システムへのログ・オンはユーザ・コード／パスワードで行うことにした．

ユーザ・コードには操作レベルをもうけ操作可能な ISPEC（Interface SPECifica-

tion：従来のトランザクション処理プログラムに相当する．）を制限する事で Z

協，連合会および各協同組合で操作できる処理をコントロールさせた．また，Web

から Z協でのみ操作可能なユーザ・コードでログ・オンしようとしたときには，

エラー画面Webを表示するようにすることにより不正な操作がWebからでき

ないようにした（図 10）．

また，連合会間，各協同組合間において情報の機密は厳守する必要があり各ユ

ーザ単位に処理可能な連合会コード，または組合コードを設定し各 ISPECで操

作可能な情報かどうかチェックすることによりデータのコントロールをおこなっ

た．
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6． Web化作業

6．1 NXWebCOMSの導入

NXWebCOMSは NX／Webサーバ機能を利用し，Webブラウザから入力されたデ

ータを LINC無編集入出力インタフェース（NOF）を使用して LINCアプリケーシ

ョン（業務システム）とトランザクション処理を行う．また，NXWebCOMSは，HTML

のスケルトンとテンプレートファイルを作成する開発フェーズとWebブラウザから

の入力データを処理する実行フェーズから構成されている．

6．2 HTMLスケルトンファイルとテンプレートファイルの生成

Aシリーズの LINC 16.2 以降のバージョンで開発したシステムをWeb化すること

ができる．HTMLスケルトンファイルとテンプレートファイルの生成（図 11）は次

の手順で行われる．

� LINCアプリケーションの仕様をCASE抽出を使い LINC交換ファイル

（LCIF）を作成する．

� LCIF ファイルをを PC環境にコピーする．

図 10 メニュー画面の動き
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� HTMLテンプレート生成ツールを実行し，HTMLテンプレートファイルを

作成する．

� HTML自動生成ツールを実行し，HTMLスケルトンファイルを作成する．

＊このままの状態で LINCアプリケーションとデータの交換が可能．

� HTMLスケルトンファイルに必要なカスタマイズを行う．

完成したHTMLスケルトンファイルとテンプレートファイルをWeb環境

に設定する．

� NX／Webサーバ（HMP NXシリーズのMCP環境下で稼働するWebサー

バ）と同一利用者コードおよびファミリ環境にHTMLスケルトンファイルと

テンプレートファイルをコピーする．

� NX／Webサーバーの構成ファイルにHTMLのディレクトリ Pass を記述す

る．

6．3 Webブラウザからのデータ入力の実行．

LINCアプリケーションの起動は，従来のNX 4600 と PCを結ぶ ETエミュレータ

図 11 HTMLスケルトンファイルと HTMLテンプレートファイルの生成
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（MT 983 Kターミナルをエミュレーションし，AシリーズおよびNXシリーズとの

間のデータ通信を行うソフトウエア）を使用するのではなく，PCに搭載されている

ブラウザを使用しNX 4600 の NX／Webサーバ機能により接続される．また，その流

れは以下のようになっている．

� Webブラウザからログオン画面のURL（ホームページアドレス）を入力す

ることによりNX／Webサーバーと接続し，ログオン画面がWebブラウザに

表示される．

� ログオン画面からCOMSへのログオンおよび LINCアプリケーションシス

テムの起動を行う．

� HTMLで作成された LINCアプリケーションシステムの起動画面が表示さ

れ，通常の LINCアプリケーションシステムをWebブラウザから操作するこ

とができる．

6．4 HTMLのカスタマイズ

HTML自動生成ツールで作成されたHTMLスケルトンファイルをそのままWeb

ブラウザを使って処理することもできるが，視認性，操作性の向上をめざし，特に

・色（背景色，文字の色）

・操作の容易性

・HTMLの変更容易性

を考慮点にあげてカスタマイズを行った．

カスタマイズをするにあたり，作業の指針となるHTML作成基準を作成したが，

カスタマイズ作業中にHTML作成基準を数回にわたり変更し，その内容の充実を図

った．

カスタマイズ時に作成した“HTML作成基準”の中から主要部分を次に示す．

� 背景色をアプリケーション単位に設定する．

例えば，ログオンメニュー ：黄色

組合員管理システム ：緑色

ギフト券販売管理システム：青色

� 文字色を背景色に合わせるため指定する．

例えば，ログオンメニュー ：黒色

組合員管理システムとギフト券販売管理システム：白色

� メニューでの処理選択をラジオボタンに置き換える．

LINC画面（エミュレータを使っての画面）では処理選択のために数値入力

を必要としているが，HTMLのラジオボタンを使うことでマウス操作だけで

処理できるようにする．

� 画面動作選択欄をラジオボタンに置き換える．

画面動作選択にはデータの登録（ADD），変更（CHG），照会（INQ），次画

面照会（NEX），前画面照会（BAC），処理終了（END）をラジオボタンとし

罫線で囲まれた枠の中に入れる．また，操作しやすいように画面の見出しのす

ぐ下に表示する．

� 確認欄をラジオボタンに置き換える

NXWebCOMSを活用したWebアプリケーションを中心としたイントラネット構築事例 （431）77



エントリー画面で行なっているデータ登録の確認を“OK”入力で行なって

いるが，ラジオボタンにし�と同様にする．
� 最下列に作成される“送信”等のコマンドボタンは必要により不要なものを

削除する．

また，表示位置は明細行の右上に移動した．

6．5 HTMLスケルトンとカスタマイズの実例

ギフト券システムのアプリケーション・メニューを使ってカスタマイズを紹介す

る．ETエミュレータの LINCアプリケーション画面（図 12）とカスタマイズ後の

HTML（図 13）をブラウザ（IE 4.0）を使って表示したものである．

HTML自動生成ツールで作成されたHTMLスケルトン（付図 1）は，エミュレー

タモードの画面イメージをHTML化されたものと言ってもいいものである．

6．5．1 HTMLの標準化例�
6.4 節に述べたHTML作成基準にのっとったHTML（付図 2）を紹介する．

HTML作成基準の�は，付図 2の�で示されるタグ
＜BODY BGCOLOR＝”＃00 A 0 D 9”＞

が記述されることで背景色を青色にしている．BGCOLORの指定がBLUEになって

いないのは，色の微調整を行いたかったためである．

HTML作成基準の�は，付図 2の�で示されるタグ
＜BASEFONT SIZE＝”3”COLOR＝“＃FFFFFF”＞

が記述されることで文字のいろは白色となっている．また，個々に色を変えることが

必要な場合は付図 2の�，�のようにタグ＜FONT＞で COLOR指定している．
HTML作成基準の�は，付図 2の�で示されるタグ

＜INPUT TYPE＝”RADIO”NAME＝”SEL”VALUE＝”21”＞

で記述されているようにラジオボタンを使うことにより，マウス操作だけで処理を選

択できるようにした．

6．5．2 HTMLの標準化例�
6．4 節で述べたHTML作成基準の�～�は，発注登録を使って紹介する．
エミュレータの LINCアプリケーション画面（図 14）とカスタマイズ後のHTML

のブラウザ表示（図 15）では一目でその違いが認識できる．HTML作成基準の�，
�の機能は表示画面の上段に集められ罫線で囲まれ，マウス操作だけで処理を選択で
きるようにした．

HTMLスケルトンでは分散していた（付図 3の�，�）タグがカスタマイズ後の
HTMLでは一か所に（付図 4の�）集められタグ＜CENTER＞とタグ＜TABLE BOR-
DER＝”1”CELLPADDING＝”1”＞および，タグ＜TD ALIGN＝”LEFT”＞で表示位

置の調整，罫線による枠組みを行った．

HTML作成基準の�はもともとHTML自動生成ツールが作成してくれる LINCア
プリケーションシステムとの制御ボタン（付図 3の�）で必要なものだけを残し，操
作性を考え機能選択の下の行に移動した（付図 4の�）．
カスタマイズ後のHTML（付図 2，付図 4）では，HTML標準化であげたタグの

ほかタグ＜TD＞でデータ表示をテーブル化し表示位置の調整をしたり，タグ
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＜FONT＞で文字の大きさを調整したが，これらは個々の画面単位で微調整したもの

である．

7． 評価と総括

7．1 システムとしての評価

今回のネットワーク化にあたり，Z協で取り上げた五つの要件についての顧客の評

価をまとめてみる．

図 12 ギフト券販売回収システム アプリケーション・メニュー（ETエミュレータ）

図 13 ギフト券販売回収システム アプリケーション・メニュー（Web）
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1） 情報の共有と活用

・Internet Information Server からの FTPによるファイルダウンロード

・Exchange Server を使った電子メールによるファイル添付

を実現したことにより，従来FAXや郵送で送っていた各種連絡文書などのぺー

パーレス化もあわせて実現した．

また，逆に，Microsoft ネットワークには参加させない仕組みにして，Z協内

図 14 ギフト券発注入力画面（ETエミュレータ）

図 15 Internet Explorerに表示したカスタマイズ後の HTML
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の共有情報をそのまま地区組合や連合会に見られないようにしたことも評価を受

けた．

2） 共通業務の合理化・省力化

従来，電話やFAXで行っていたギフト券業務は，必ずやりとりできる担当者

がいないと行えなかったが，今回のシステム化により以下のことが実現できた．

・担当者不在でもギフト券のオーダーが可能

・Webの操作により，従来の電話・FAXと遜色のない作業の容易さの実現

3） 情報伝達のスピードアップ

電子メールによる連絡により，相手が外出して不在でも，相手の戻りを待たず

に用件を相手に伝達することができることにより，無駄な待ち時間の短縮が可能

となった．

4） 導入済みシステム資源の活用

既存のNXシリーズホストおよび LINC II による業務アプリケーション環境

をそのまま最大限に活用できたことにより，開発コストを大幅に抑制できた．

5） 費用の抑制

ネットワークについての各サイトでの費用をなるべく軽減するため，専用線で

はなくダイヤルアップ接続で，かつエンドユーザの操作ミスなどによるつなぎっ

ぱなし状態を防ぐために，INSルータの導入を推奨した．結果，ほとんどのサイ

トが INSルータを導入することになったことは，ネットワーク環境の統一化に

もつながり，保守などの面からもこの対応にある程度の評価を受けた．

7．2 開発方法・工数についての評価

HTMLのカスタマイズ作業例を紹介してきたが，実作業は見かけより簡単で 16 画

面のカスタマイズ工数は 1人週位で終わった．ただし，テスト期間に 1か月位を要し

た．HTML化作業の工数は予定通り少ないものに終わったが，導入に際しては，セ

キュリティなど LINCアプリケーションシステムの適用範囲，環境により従来の

LINCアプリケーションシステム仕様の変更を検討することを考慮すべきであり，今

回の開発作業において最も工数が必要となった．

7．3 顧客評価と今後の展開

今回の開発に対し顧客からは下記のような評価を得ている．

今回のネットワーク化にあたり，Z協では前述の五つの項目を要件として取り上げ

たが，すべての要件を満たしている．また，ネットワーク稼働後 4か月経過したとこ

ろではあるが，ネットワークへの参加連合会はほぼ予定通り進んでいる．

参加済みの連合会からは，他アプリケーションシステムのWeb化の要求も出され，

Z協では商品販売事業，通信販売事業についてもWeb化に向けて開発作業をスター

トしている．さらに，地区組合の中からもネットワークへの参加を希望するところも

あり，今後の展開が期待されているものと思われる．

本稿の事例紹介で LINCユーザーの方のイントラネットを構築する際の参考になれ

ば幸いである．
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�クライアント用（OS：Windows 95）ソフトウェア

クライアントで使用する主なソフトウェア

�開発ツール関連ソフトウェア

今回の開発で用いた主な開発ツール

�アプリケーション以外のWeb／メールサーバ用（OS：WindowsNT Server 4.0（SP 3））ソフトウェア

アプリケーション以外のWeb／メールサーバ用の主なソフトウェア

付表 1 使用ソフトウェア一覧

�アプリケーションサーバNX 4600 MCP 環境用ソフトウェア

アプリケーションサーバ（NX 4600）で使用する主なソフトウェア
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付図 1 ギフト券販売回収管理システム・アプリケーションメニュー（HTMLスケルトン）
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付図 2 カスタマイズしたギフト券販売回収管理システムのアプリケーションメニュー（HTML）
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付図 3 ギフト券発注入力（HTMLスケルトン）
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付図 4 カスタマイズ後のギフト券発注入力（HTML）
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［付 録］ TCP／IP関連 技術解説［３］

1） プライベート IPアドレス

常時外部（Internet）への接続が必要ではない組織内部のネットワークアドレスとし

て自由に利用できる IPアドレス．プライベートアドレスはRFC 1918 で規定されてい

る．

以前は，Internet に接続されるすべてのノードにユニークな IPアドレスを割り当て

ていたが，Internet が急速に普及するにつれて，この IPアドレスが枯渇する危険性が

出てきた．この問題を根本的に解決するために，32 bit の現行の IPバージョン 4から，

アドレスを大幅に増やした IPv 6 への移行が進められている．しかしその一方で，現行

で IPバージョン 4でも，組織内部だけのクローズな環境では，その組織だけで通用す

る IPアドレスを利用し，Internet にアクセスする場合だけ本来のユニークなアドレス

（こちらはグローバルアドレスと呼ぶ）を割当てる方法が一般化している．プライベー

トアドレス空間からグローバルアドレス空間（Internet）をアクセスできるようにする

仕組みとしては，Proxy や NATが利用される．プライベートアドレスとしては，以下

のものが利用できるとされている．

Class A×1 10.0.0.0～10.255.255.255

Class B×16 172.16.0.0～172.31.255.255

Class C×256 192.168.0.0～192.168.255.255

これらのアドレスについては，Internet 側ではルーティングしないことになっている

が，組織外へこのアドレスを持つパケットを送出することも禁止されている．しかし，

このアドレスについては，組織内であれば，誰に断わることなく自由に割り当てて使う

ことができる．

注）今回のシステムではクライアントが連合会の他，将来は地区組合にも導入される予

参考文献 ［１］ 日本ユニシス（株） リリースメモ NXWebComs 1.0 1998. 02 発行. pp. 4～2, 4～3.
［２］ Z協 ひろば vol. 31 pp. 9～10 ページ, pp. 13～14 ページ
［３］（株）アスキーWebサイト.

http : ／／www.ascii.co.jp／／pb／superascii／ghelp／32／3216.html.
［４］（株）アスキーWebサイト.

http : ／／www.ascii.co.jp／／pb／superascii／ghelp／25／2519.html.
［５］ YAMAHA Webサイト.

http : ／／www.rtpro.yamaha.co.jp／RT／docs／nat／nat.html.
［６］（株）アスキーWebサイト.

http : ／／www.ascii.co.jp／／pb／superascii／ghelp／28／2834.html.
［７］ YAMAHA Webサイト.

http : ／／www.rtpro.yamaha.co.jp／RT／docs／nat／ip―masquerade.html.
［８］ Microsoft ActiveX Control Pad の情報（マイクロソフト社Webサイト）

http : ／／www.microsoft.com／japan／sitebuilder／cpad／
［９］ Microsoft HTML Layout Control の IE のバージョンによる互換性に関する記述

（Microsoft Corporation のWebサイト）
http : ／／www.microsoft.com／workshop／misc／layout／default.asp
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定のため，ネットワークセグメント数の増加に備えてClassC を採用した．

2） NAT（Network Address Translator）［４］［５］

社内のみで通用するプライベート IPアドレスと，Internet アクセスに利用できる本

来のグローバルな IPアドレスを相互に変換し，ローカルな IPアドレスしか割り当てら

れていないノードから，透過的に Internet をアクセスできるようにする技術．

TCP／IP ネットワークが広く普及したため，32 bit のアドレス値を利用する現在の IP

バージョン 4では，世界中のすべてのノードにユニークな IPアドレスを割り当てるこ

とは不可能である．そこでこのNAT機能を利用して，ある組織内部の各ノードにはプ

ライベート IPアドレスを割り当てておき，その組織から外部の Internet にアクセスす

るときだけ本来の IPアドレスを割り当てることで，この問題をある程度解消すること

ができる．

NATでは，パケットヘッダにある発信元と宛先の IPアドレスだけを識別するため，

プライベートアドレスとグローバルアドレスの対応は常に 1対 1でなければならない．

このため一つのグローバルアドレスを使用して外部にアクセスできるノードは，ある時

点で一つだけに制限される．

NATは単に IPヘッダ内の始点／終点アドレスを書き換える他にも，IP／UDP／TCPの

チェックサムの再計算，FTPの PORTコマンドの引数，および PASVコマンドの戻り

値の変換，PINGエラー通知のための ICMPパケットに含まれる，エラーの対象となっ

たパケットの先頭部分の始点／終点アドレスの変換など，さまざまな変換が必要とされ

る．

3） IP マスカレード［６］［７］

NATによる IPアドレスの変換だけでなく，その上位プロトコルであるTCP／UDP

のポート番号も識別することで，異なる通信ポートを利用するものについては，一つの

グローバル IPアドレスを利用して，複数のローカルノードが外部と通信できるように

したソフトウェア．UNIXシステムの一つである Linux 上で最初に開発された．（マス

カレード（“masquerade”）は「仮面舞踏会」という意味．）

IPマスカレードとNATの違いは，NATがグローバルとプライベートの IPアドレス

の変換を行ったのに対し，IPマスカレードではUDP／TCPのポート番号の変換まで行

うところである．

IPマスカレードはUDP／TCPのポート番号の変換を行うことにより，一つのグロー

バルアドレスに複数のプライベートホストを割り当てることを可能としている．これは，

NATではできない．

IPマスカレードは端末型ダイヤルアップ接続とともに用いると，安価なダイヤルア

ップ LAN接続を実現できる．また IPアドレスの節約にも大きな効果を発揮する．ただ

し IPマスカレードはポート番号を変換することから，NATでは問題とならなかった，

あるいは回避できる問題であった以下のような事柄が回避できない問題として浮上して

くる．

・ICMP
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IP マスカレードはUDP／TCPのポート番号の変換を行うことを前提にしている．そ

のため，ポート番号の概念がない ICMPは取り扱えない．

・グローバル側からのアクセス

グローバル側からアクセスされる場合，最初のパケットは当然グローバル側からやっ

てくる．グローバルアドレスとプライベートアドレスが 1対 1対応のNATであれば，

そのような場合でもパケットの配送先が分かるが，IPマスカレードの場合は 1対 1対

応ではないため，どのホストにパケットを送るべきかの判断がつかない．

・rsh 系のコマンド（rsh，rlogin，rcp など）や lpr など

rsh 系のコマンドで使われるプロトコルや lpr で使われる LPRプロトコルでは，クラ

IPマスカレードの仕組み

IPマスカレードは，IPアドレスの節約になる

NXWebCOMSを活用したWebアプリケーションを中心としたイントラネット構築事例 （443）89



イアント側のポート番号がWELL KNOWNポートの範囲内にあることが要求される．

そのため，ポート番号を変換してしまう IPマスカレード越しには使えない．
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